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　かつて、日本各地の行事や風習を紹介する紀行番

組があった。最近では、著名人が出身都道府県のそ

の土地特有の食べ物、祭りや習慣を紹介し、自慢し

たり驚いたりするテレビ番組が人気である。何気な

い生活のなか、自分の知らない身のまわりのことに

出逢うと、妙に納得することが結構ある。

　全国各地で「ご当地検定」が行われ、まちのもの

知り博士を目指す人が増えている。内容は、 総合

学習 的なもののほか、ほっかいどう学や神戸学の

ような 地域学 的なもの、小豆島オリーブ（香

川）や唐津・呼子イカ（佐賀）のような 食 、ナ

マハゲ伝導士認定（秋田）のような 文化 、川崎

産業観光や大和郡山・金魚（奈良）のような 産

業 、岡崎家康公（愛知）や坂本龍馬（高知）のよ

うな 人物 に関するものなど様々である（地図参

照）。

　そもそもご当地検定は、2003年の東京シティーガ

イド検定、04年の京都・観光文化検定の成功をきっ

かけに、地元の商工会議所、行政、観光協会や

NPOなどの主催で行われ、06～07年、ブームはピー

クに達した。回数を重ね、受講者の確保に苦労して

いるところもあるが、工夫を凝らし開催地は着実に

増えている。10年には、青森新幹線の開通にあわせ

て、「ゆるりら、十和田検定」が誕生した。

　検定を行う目的の一つに、観光ガイドの育成があ

る。訪れた観光客をもてなすには、まず自分たちが

地元に精通していなければならない。おたる案内人

検定では、一般市民向けの２級、観光産業従事者向

けの１級、さらにはマイスターを目指す。合格の暁

には、認定証とワッペンの授与、博物館や観光施設

の入館料が割引になるだけでなく、ガイドの仕事が

できるお墨付きをもらう。

　境港妖怪検定、明石・タコ検定、くまもと「水」

検定などは、その名の通り地元の情報発信や PRに

貢献している。

　かごしま検定では、10年に、小学５・６年生と中

学１・２年生を対象としたジュニア編が登場した。

「鹿児島のスゴイ！を学ぶ」という副題がついた公

式テキストで、市町村名、自然、動植物、歴史、文

化、産業と交通、日本一と日本初、お祭り・イベン

トについて勉強し、自分たちの暮らすまちを知る。

希望に応じて学校単位の受験もできる。

　地元の食べ物、祭りや習慣の いわれ を知って

育つかどうかは、子供たちの将来を大きく左右す

る。学ぶ機会があれば、普段見逃しがちなことのな

かに、先人たちの凝縮された思いや知恵を知る。当

たり前に思っていたことが、案外自慢できる誇りに

変わったとき、郷土に対しての愛着は自然と湧きあ

がる。

　かごしま検定を主催する鹿児島商工会議所企画産

業課の久保武之氏は、「検定をきっかけに、将来を

担う子どもたちに、鹿児島を好きになってもらいた

い」と期待する。

　ご当地検定が育む、まちを愛する子どもたちは、

やがて地域の未来を云々する「伝承人」へと化わ

る。
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＊日本商工会議所資料等をもとに㈶日本経済研究所にて作成、休止中のものもある
＊当地図は、地域未来研究センター「地域データ図書館」のホームページで拡大してご覧になれます
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